
【特徴等】 

○ 令和元年中の刑法犯総数は、20,312 件（前年比-2,238 件） 

包括罪種別では、窃盗犯が 15,756 件（前年比-1,325 件）で最多 

○ 罪種（手口）別では、万引きが 2,292 件（前年比-440 件）で最多 

※増加数最多は、払出盗 +63 件（認知件数 134 件）、減少数最多は、万引き –440 件（認知件数 2,292 件）  

○ ニセ電話詐欺は、376 件（オレオレ 194 件、架空請求 62 件、詐欺盗 97 件）で前年に比べ 12 件の増加 

実質被害額は、6 億 3,164 万 3 千円で、前年比 1億 0,699 万 3 千円増加 

※実質被害額：被害額にキャッシュカード手交型及びすり替え型におけるＡＴＭ引出（窃取）額を加えた額 
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【包括罪種の区分】 

・凶悪犯：殺人、強盗、放火、強制性交等 

・粗暴犯：暴行、傷害、脅迫、恐喝 等 

・窃盗犯：乗り物盗、(非)侵入盗 等 

・知能犯：詐欺、横領、汚職 等 

・風俗犯：賭博、わいせつ 等  
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